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辻 二郎 先生 と 鈴木 章 先生 は 「 パ ラジ ウム 触媒 を 活用 
する 新 有 機 合成 反応 の 研究 ] に より 日 本 学士 院 賞 を 受賞 
され まし た 。 | パラ ジウ ム 化 学 は 日 本 の お 家 芸 ] と 評 さ 
れる 程 この 分 野 の 研究 レベ ル は 高く 。 先 蛋 的 な 役割 を 
果たし て こら れ た 両 先生 が 学士 院 賞 を 受賞 され た こと 
まこ だ に 吉 ば し く 。 2 により お も 鹿 び 放し 上 りき チチ 。 

辻 先 生 は 昭和 26 年 京都 大 学 理学 部 化学 科 を ご 卒 
後 , 暫く 製薬 会 社 に 勤務 され た 後 , フル ブラ イト 留学 
生 と し て Columbia 大 学 G. Stork 教授 の も と で 研 鏡 を 
積ま れ , 昭和 35 年 天然 物 の 合成 研究 に より Ph.D. を 取 
得 さ れ ま し た 。 帰国 後 。 昭和 37 年 より 東レ 基礎 研究 所 
研究 主 還 , 昭和 49 年 より 東京 工業 大 学 教授 , 昭和 63 
年 より 岡山 理科 大 学 教授 , 平成 8 年 より 11 年 まで 倉敷 
芸術 科学 大 学 教授 を 歴任 され ま し た 。 東レ 基礎 研究 所 
時 代 に 有機 パラ ジウ ム 化 学 の 研究 に 着手 され , 今日 広 
範 に 利用 きれ て いる |「 パ ラジ ウム 触媒 を 用 いる 炭素 - 炭 
素 結合 形成 反応 ] の 最初 の 報告 を され て お り , この 40 
年 間 で 爆発 的 な 発展 を 遂げ た パラ ジウ ム 化 学 の 端緒 を 
拓 か れ ま し た 。 当時 パラ ジウ ム 人 触媒 反応 は , 水素 添加 
や アセ ト ア ル デ ヒ ド の 工業 的 製造 法 (Wacker 法 ) に 限 
られ て いま し た 。 先生 は 有機 合成 化学 的 観点 か ら パ ラ 
ジウ ム 和 触媒 を 用 いる 炭素 - 炭素 結合 形成 の 可能 性 を 幅 
広く 研究 され , マロ ン 酸 エス テル な どの 炭素 求 核 剤 が 
オレ フィ ン や アリ ル 位 の C-H を 置換 する こと を 見 出し 
て お られ ます 。 特に , アリ ル 化 反応 は 先生 の お 名 前 を 
芝 し て " 辻 反応 "と 呼ば れ て いま す が , 先生 は 鍵 中 間 体 
で ある ァ - ア リル パラ ジウ ム 錆 体 の 形成 を 駆動 力 と する 
様々 な 新 反 応 を 開発 され まし た 。 こ れ ら は ステ ロイ ド 
な どの 生理 活性 物質 の 合成 や , 香料 の ジャ スモ ン 酸 メ 
チル の 工業 生産 に も 利用 きれ て いま す 。 ま た , パラ ジ 
ウゥ ム 触 媒 に よる カル ボ ニ ル 化 反応 に 先鞭 を つけ られ た 
の も ゃ も 辻 先生 で す 。 こ の よう に 先生 は ご 自身 で 数 々 の 新 
反応 を 開発 し , この 方 法論 の 一 般 性 , 汎用 性 を 実証 す 
る と 同時 に , 世界 の パラ ジウ ム の 化学 の 動向 を 網 維 し 
た 英文 著書 3 冊 を 単独 で 執筆 し (1980, 1995, 2004 年 ) , 
この 分 野 の 体系 化 に 多大 な 頁 献 を され まし た 。 これら 
の 業績 に 対し て , 日 本 化学 会 賞 , 有機 合成 化学 協会 賞 
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(技術 賞 ), 和 紫 緩 褒章 , 有機 合成 化学 協会 特別 賞 を 受賞 
AG 8 られ ます 。 

氏 條 先生 は , 昭和 29 年 北海 道 大 学 理学 部 化学 科 を ご 
卒業 後 , 昭和 36 年 同 工学 部 合成 化学 工学 科 助 教授 , 昭 
和 48 年 同 応用 化学 科 教 授 に 昇任 され , 先生 の ライ フ 
ワー ク で あり ます ホウ 素 化学 の 研究 を 展開 され まし た 。 
平成 6 年 に 定年 退官 後 , 平成 6 年 岡山 理科 大 学 教授 , 
平成 7ー14 年 倉敷 芸術 科学 大 学 教授 を 歴任 し て お られ 
ます 。 この間, 昭和 38 年 か ら 2 年間 Purdue 大 学 H. 
C. Brown 教授 の も と で 有機 ホウ 素 化合 物 の 合成 と 利用 
に 関す る 研究 に 従事 され まし た 。 帰国 後 こ の 分 野 を さ 
ら に 発展 させ 世界 を リー ド す る 多く の 重 越 し た 業績 を 
挙げ て お られ ます 。 中 で も 1979 年 に 見 出 き れ た パラ ジ 
ウム 触媒 を 用 いる 有機 ホウ 素 化 合 物 の クロ スカ ッ プ リ 
ング 反応 は , 有機 合成 化学 の みな ら ず 触媒 化学 や 材料 
科学 な どの 広い 分 野 に 多大 な 影響 を 及ば し た ご 研究 で 
あり , 今回 の 受賞 理由 と な っ た "Suzuki coupling 反応 ” 
し て 広く 世界 的 に 認知 され る 新た な 人 研究 分 野 を 開拓 さ 
れ ま し た 。 反応 は 広範 な 一 般 性 と 実用 性 を 有 し て お り , 
医薬 品 を 含む 数 々 の 生理 活性 天然 物 合成 に 利用 され , 
特に 岸 ら に より 全 合 成 さ れ た 海産 毒 Palytoxin の 最終 
工程 用 いら れ た こと に より 世界 的 注目 を 浴び まし た 。 
まだ た だ, アリ ー ル 型 ボ ロン 酸 の カッ プリ ング 反応 を 用 い 
る ビア リー ル 化 合 物 の 合成 法 も 特筆 さ れる ご 研究 で あ 
り , 近年 注目 され て いる 芳 符 族 系 機能 性 分 子 や 材料 開 
発 に 多大 の 貢献 を 果たし まし た 。 ア リー ル ボ ロン 酸 は 
水 ・ 空 気 に 安 定 で 取り 扱い 易い こと , また 反応 は 高い 
触媒 効率 , 選択 性 や 一 般 性 を 有 し て いる こと か ら , 医 
楽 品 ・ 機 能 材 料 の 探索 研究 や 導電 性 高 分 子 ・ LEDs な 
ど 分 子 設計 に 基づく ァ - 共 役 糸 高 分 子 材料 の 開発 を 幅広 
く < 可能 に し た 他 , 米国 メル ク 社 に お ける 血圧 隆 下 薬 
losartan. また ドイ ツメ ルク 社 や チッ ソ 化 学 に お ける 
液晶 な ど 工 業 的 スケ ー ル で の 製造 法 に も 採用 され て お 
り ま す 。 これら の 業績 に 対し て , 韓国 化学 会 功労 賞 , 
日 本 化学 会 缶 , 有機 合成 化学 協会 特別 賞 な ど を 受賞 , 
まだ た アル ゼン チン 有機 化学 会 名 誉 会 員 に も 選ば れ て お 
しま の 
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